
地域経済の活性化に向けて「オープンノベーション」という手法が注目

されています。異業種・異分野の技術、アイデア、サービス、ノウハウな

どを組み合わせることで、地域に新たなビジネスモデルが生み出され

ています。そこで2020年11月23日、地域産業にイノベーションを創出

するオープンイノベーションセミナーを開催。地域のものづくり企業

の連携により生まれた「オープンファクトリー五感市」実行委員会の

佐々木優弥氏をゲストに迎え、地域産業における新たなイノベーショ

ンの可能性についてお話していただきました。

岩手県平泉町にて伝統工芸「秀衡塗」の製造販売。
2014年から県南地域のものづくり企業を集めた「い
わて県南エリア伝統工芸協議会」を結成。初代会長
を務める。2018年東北初となるオープンファクト
リー「五感市」を中心となって開催。2020年にはオン
ライン五感市を開催。 須賀入口

ゴールは海が見えるバス停、須賀入口で
す。バスを降りると、目の前には民宿ハー
バーハウスかなめがありました！事前予約
をすれば、松島湾での体験漁やマリンス
ポーツ、バーベキューなどが楽しめます。

利府中学校前
利府中学校の前には、文化交流
センターリフノスが建設中。2021
年7月のオープンが楽しみです
ね。また、中学校の裏手には利府
城跡や館山公園など名所もあり
史跡辿りもできますよ。

利 府 町 の ん び り ま ち 歩 き

バスで巡る小さな旅
旅人・案内人●tsumikiスタッフ 髙橋知也

町民バス「りふっと」でGo！

tsum
ikiスタッフ 髙橋
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利府町は自然豊かな町です。僕は20年近く利府町に住んでいますが、
いつもと違った交通手段で梨園や街並みを眺めるのもいい体験でし
た。皆さんも、りふっとに乗って利府町バスの旅にいってらっしゃい！

民宿ハーバーハウスかなめ
利府町赤沼字須賀98
022-366-7006

利府駅前
2020年にロータリーが一新さ
れた利府駅前バス停からス
タート。町民バス「りふっと」
は、リーフちゃんが描かれた黄
緑色のバスと、虹やてんとう虫
などが描かれた水色のバスの2
種類があります。町内を走る姿
を、見つけてみてください。

梨ヶ丘団地入口
バスは坂道を登り、途中利府城跡が
ある山や遠くにグランディ21や泉ヶ
岳などの山々を一望できるスポット
を眺めながら、梨ヶ丘団地入口バス
停に到着。そこには巨大な機械が！
気になり近寄ってみると、コイン精
米機と8種類ものお米が買える自動
販売機が並んでいました。

堀川・石田住宅前
この辺りからは、車窓の左右に梨
園の風景を眺めることができま
す。4月初旬頃から白い花が咲き
始めます。名付けるとしたら「梨の
花ロード」でしょうか。

利府町公式キャラクター「十符の里の妖精 リーフちゃん」が
描かれた町民バスりふっとに乗って、tsumikiがある利府駅
前～須賀入口バス停の区間を探検してきました。

佐々木優弥 氏
（有）翁知屋代表取締役
オープンファクトリー五感市実行委員会

利府町には、特色ある魅力的なも
のづくりを行っている企業が数多
くあります。これまで「つみきのキ
モチ」の中で、町内の熱い想いを
持った経営者や事業者、真剣にも
のづくりに励む現場の職人、社員
等を紹介してきました。しかしな
がら、実際に直接その現場に触れ
る機会は限られています。「オープ
ンファクトリー五感市」のように、
ものづくりの現場を一般に開放す
る工場見学のプログラムを試みる

ことで、利府のものづくりの魅力
を知ってもらう第一歩になるかも
しれません。また、ゲストの佐々木
さんは、「平泉町では、五感市とい
う方法を使っているが、その地域
ごとに適した手法を見つけて試し
て欲しい」と話していました。今後、
利府町の特性に適した“オープン
イノベーション”に取り組むことで、
町内産業の魅力が向上し、次世代
を担うものづくり人材の確保につ
ながることが期待されます。

企業連携が生み出す
新しいビジネスの可能性

特
集

五感市から、地場産業を発信する

自社だけでなく
他社や異業種・異分野のアイデアや技術を組み合わせ

新しい可能性を生み出す

Open Innovation
オープン・イノベーション

地域産業への「危機感」と
先進地域への「興味」を共有

今だから産地と人は密になれる。
リアルからオンラインへ

取材・文　葛西淳子

利府駅前

須賀入口

梨ヶ丘団地入口

堀川・石田住宅前

利府中学校前

利府交番前

エキサイ会病院

千賀の台入口

梨ヶ丘団地

利府町役場

新 堀

利府第三小学校前

利府郵便局前

お米の自販機！
デカイ！

梨の花

スタート！

ゴール！

リフノス建設中
文化交流センター

「オープンファクトリー五感市」

オープンファクトリー五感市は、岩手県南地域の一関市・平泉
町・奥州市の３つの地域にある、伝統工芸など地域産業の「も
のづくり」の現場を一般の方に見学・体験してもらうイベントで
す。「視」現場を見て、「嗅」においを感じて、「聴」
音や声を聴いて、「触」質感・温度を感じて、「味」
味わって、環境まるごと「五感」で感じ、楽しめます。

https://gokan-ichi.com/

Guest

「オープンファクトリー五感市」に学ぶ
2020.11.23開催　  tsumikiオープンイノベーションセミナー

利府の地場産業の可能性

● 他の地域の活気ある取り組みを知ることができてよかった。
● 利府では、どんなことができるか考えさせられた。
● 大人が本気で楽しく取り組んでいる姿を、若い世代に見せることが重要だと思った。

参
加
者
の
声

14vol.
2021.3.25

特集

企業連携が生み出す
新しいビジネスの可能性
十符の里びと14人目

米農家
櫻井儀一さん

From RIFU-CHO CHALLENGER

iiko iiko
岩渕有希子さん

利府駅前tsumikiから
まち・ひと・しごとを発信



設置者  利府町（秘書政策室 政策班）

利府町では、地方創生に向けて良好な住環境に「ワ
クワク感」をプラスした魅力的なまちづくりを進め
ています。秘書政策室政策班は、地方創生の総括部
門として「利府ならでは」のシティセールス政策や、
移住・定住政策などに取り組んでいます。

管理運営（業務委託者）  一般社団法人Granny Rideto

Granny Rideto（エスペラント語）は、日本語で「おば
あちゃんの笑顔」と訳します。これから高齢化社会
を迎える中で、おばあさんになっても笑顔で暮らせ
る社会をつくりたいという意味が込められていま
す。同時に「Granny」には「おせっかい」という意味が
あり、地域のおせっかいをやく役割を担うという意
志が込められています。

つみきのキモチ vol.14　　発行日◉2021年3月25日　発行◉利府町
企画◉一般社団法人Granny Rideto　編集◉葛西淳子・桃生和成（一般社団法人Granny Rideto）　デザイン◉伊瀬谷美貴（interagire）

r ifu-tsumiki . jp
公式ウェブサイト

@rifu_tsumiki
Twitter

@rifu_tsumiki
Instagram

〈tsumiki〉で検索
Facebook

利用時間
9:30-17:30
（水・金曜日は21:00まで開館）

休館日
火曜日・年末年始

〒981-0104
宮城県宮城郡利府町中央1-5-2
TEL 022-766-9231
FAX 022-766-9232
Email info@rifu-tsumiki.jp

利府駅

町営
駐車
場

専用
駐車
場

りふレ横丁

バス・タクシー ロータリー

JR 東北本線

P

「つみきのキモチ」は、利府町内を中心に隣接する市町村の公共施設、カフェ、店舗などで配布しています。
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ハンドメイド布小物 iiko iiko
いわぶち ゆ き こ

岩渕有希子さん

C H A L L E N G E R

岩渕さんは、布小物を作っています。屋号の「iiko iiko」は、子どもを慈
しみ「いい子いい子」と頭を撫でてあげるイメージです。tsumikiで開
催する「こ・あきない市」出店や「こ・あきない塾」受講を経て、2020年
秋にtsumikiの委託販売にチャレンジしました。
作品づくりのきっかけは、子育てをしている時、子どものよだれが多く、
スタイ（よだれかけ）を替えてもすぐに汚れるので、何枚あっても足りな
かったこと。長く使える吸水性が高いスタイを探しましたが見つからず、
自分で工夫し手作りしたのが始まりでした。だから、スタイは触感、吸
水性、速乾性、着けた時の重さのバランスにこだわって作っています。
「1人目、2人目の子の時は我が子用のみでしたが、3人目が生まれ、そ
の子の分を作った時、困っている人が他にもいるかもしれないと思うよ
うになり、販売することを考えました」と自分のためのものづくりから、
誰かのためのものづくりへと思いが広がっていきました。

「欲しいものが手に入らない」から始まった手づくり

「誰かのために」と思い始めたものの、どう進み出せば良いかわからず
にいた頃、tsumikiの「こ・あきない市」への出店の機会を得ました。他
の作家たちにも刺激され、もっとステップアップしたいと「こ・あきない
塾」へも参加しました。作家さんたちとのつながりも生まれ、イベント出
店が決まるなど、活動の道筋が出来てきました。
しかし、動き出そうとした矢先に新型コロナの影響が出始め、出店予
定が次々と消えていきました。落胆の思いを消し切れないまま何かでき
ることをと考え、手元にあったガーゼ生地を活かしてマスクづくりを行
いました。そのうち夏頃になると、ようやくイベント参加への誘いが来
るようになり、自分にも戻れる場所があるのだと嬉しく感じたそうです。

思うように運ばないことも、それでも道はつづいている

手作りマスクは好評で、注文も増えました。しかし、ある時「私、本当は
マスクを作りたいのかな？」とハッとしたと言います。「少数のニーズで
も、誰かの『こういうのが欲しかった！』を叶えるものづくりも大切にし
たい。一方で、自分が作りたいものを作る楽しみも忘れたくない。」と使
い手・作り手両方が楽しめるものづくりへと希望が膨らんでいきまし
た。そのひとつとして、tsumikiスタッフと相談し「iiko iiko」らしさに
地域性をプラスという発想で製作した梨巾着が生まれました。
「今後は、スタイやマスクもおしゃれなデザインにチャレンジしたいし、
小さなお人形や小物も作りたい。親子で参加できるワークショップや
販売にこだわらず、見て楽しめるような出店方法も楽しいかも！」と目
を輝かせて抱負を語ってくれました。

手にした人も、作り手も楽しいものづくりを目指す

取材・文　tsumikiライター　五十嵐千晶

“「あったらいいな」をかたちに。
「つくりたい」をもっと自由に。

”
I N F O R M A T I O N

ハンドメイド布小物
iiko iiko（いいこ いいこ）
岩渕有希子

090-8255-1220
@iikoiiko__

いいこ いいこ

生石庵は、森郷にあるカフェです。森
の細道を進んだ湖のほとりにあり、
ゆっくりくつろげる空間です。2019年
の台風被災以降、実店舗は休業してい
ますが、ネットショップやtsumikiのセ
レクトショップ（委託販売）を中心に
コーヒーや焼菓子の販売を継続して
います。なかでも、イタリアの伝統的な
郷土菓子「ビスコッティ」が人気で、東
北ならではの「ほや」味をはじめとした
豊富な種類のビスコッティは新聞等メ
ディアでも取り上げられました。
秋季限定の「利府梨のフィナンシェ」
は、利府梨を使用した地域性ある新

しい逸品。「食前に軽くオーブンにか
けるとカリッとした独特の食感になる
んですよ」と店長の松田献さん。冬期
は、レモンクッキー、ビターチョコクッ
キーなどの焼菓子や、クリスマスやバ
レンタインシーズンに用意したギフト
ボックスが好評でした。その他生石
庵ブレンドなど各種コーヒーも、ネッ
トショップでお求めいただけます。

t s um i k i  T O P I C

利府町の美味しいもの紹介
森の中のカフェ生石庵【 】

森の中のカフェ 生石庵
（実店舗休業中）

050-3558-0149
https://oishian.shop-pro.jp/

利府の農産物といえば「梨」がとても有名ですが、梨の

他にも米や季節の野菜が栽培されており、利府の土壌

の性質を活かして育てられた豊かな味わいが特徴的で

す。米の専業農家として昔ながらの製法を守り続けてい

る櫻井儀一さんに、米づくりについてお話を伺いました。

14人目

利府町でこだわりの米づくりを行う
米農家の職人です。

- なにをしているひとですか？

-お名前

櫻井儀一さん（73歳）

さ く ら い ぎ い ち

来年のお米も
お楽しみに！

十符（とふ）とは？　………　昔、利府町の湿地帯には、良質な菅（スゲ）
草が自生し、「菅薦（スガコモ）」と呼ばれる敷物が作られていました。その
菅薦の編み目が 10編あることから「十符の菅薦」と呼ばれ、みちのくの「歌枕」
としてもうたわれていました。これが、「十符の里」「十符の浦」と呼ばれる
ようになり、十（と）が利（と）に、符が府に変わったと言われています。

利府町で活躍する事業家を毎号紹介していきます

文　tsumikiライター　櫻井陽子

取材　五十嵐千晶

こだわりの伝統農法
でつくる

自然乾燥米
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